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奥
裾
花
渓
谷

　

長
野
市
鬼き

な

さ
無
里
奥
裾
花
、
こ
こ
は
地
形
的
に

も
、
植
物
的
に
も
、
そ
し
て
伝
説
に
お
い
て
も

特
徴
の
あ
る
地
域
で
す
。

☆
地
形

　

五
五
〇
万
年
前
後
の
新
生
代
第
三
紀
の
地
層

が
大
陸
か
ら
の
圧
力
に
よ
り
押
し
曲
げ
ら
れ
、

お
椀
の
底
状
に
歪
曲
し
た｢

向
斜
構
造｣

、
隆

起
し
た
頂
上
部
が
地
層
の
堅
さ
に
よ
り
ノ
コ
ギ

リ
の
歯
状
に
浸
蝕
さ
れ
た｢

ケ
ス
タ
地
形｣

な

ど
地
質
学
的
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

裾
花
川
支
流
濁
川
の
国
有
林
で
は
、
平
成
九

年
山
地
崩
壊
が
発
生
し
て
川
を
せ
き
止
め
、
自

然
ダ
ム
湖
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
下
流
域
に
被

害
が
及
ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
国

に
よ
る
対
策
工
事
が
行
わ
れ
、
安
全
と
景
観
が

保
た
れ
て
い
ま
す
。

☆
植
物

　

国
有
林
に
隣
接
す
る
ブ
ナ
林
の
中
に
、
県
と

旧
鬼
無
里
村
が
明
治
百
年
記
念
事
業
と
し
て
開

園
し
た
奥
裾
花
自
然
園
が
あ
り
ま
す
。
五
月
上

旬
の
今
池
湿
原
に
は
、
一
目
八
十
一
万
株
と
い

わ
れ
る
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
咲
き
観
光
客
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

☆
伝
説

　

平
安
時
代
、
京
の
都
を
追
わ
れ
た
紅も
み
じ葉
と
い

う
美
し
い
腰
元
が
、
都
恋
し
さ
に
近
く
の
集
落

を
東
ひ
が
し
き
ょ
う
京
、
西に
し
き
ょ
う京
な
ど
と
呼
び
偲
ぶ
う
ち
、
そ

の
情
念
が
鬼
と
化
し
、
つ
い
に
は
悪
事
を
働

き
、や
が
て
は
京
を
狙
っ
て
い
る
と
の
噂
か
ら
、

追
っ
手
に
征
伐
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
来
、
水み

な

せ
無
瀬
の
里
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の

地
が
、
鬼
無
里
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

マ
イ
カ
ー

　

上
信
越
自
動
車
道
長
野
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道

四
〇
六
号
線
を
経
由
し
て
奥
裾
花
自
然
園
観
光

セ
ン
タ
ー
ま
で
約
二
時
間
三
〇
分

Ｊ
Ｒ
及
び
公
共
交
通
機
関

　

長
野
駅
か
ら
直
行
バ
ス
で
、
奥
裾
花
自
然
園

観
光
セ
ン
タ
ー
ま
で
約
二
時
間

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

６
月
14
・
20
・
24
日

　
　
　
　
　
　

木
曽
・
岐
阜
・
富
山
署
管
内

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　

６
月
14
日　

愛
知
所
管
内

◎
平
成
二
十
年
度
永
年
勤
続
職
員
表
彰
式

　

６
月
24
日　

長
野
市

◎
国
有
林
野
観
光
施
設
協
議
会
総
会

　

６
月
25
日　

長
野
市

木
道
脇
に
広
が
る
清
楚
な
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

平
維
茂
に
征
伐
さ
れ
た
鬼
女
紅
葉
（
開
山
祭
よ
り
）

柔
ら
か
い
地
層
が
浸
食
さ
れ
た
ケ
ス
タ
地
形
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